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平成28年度　427億円
平成29年度　413億円7千万円 平成29年度

人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧費

投資出資金

公債費

貸付金

繰出金

積立金・予備費等

●
目
的
別
に
み
る
歳
出

前
年
比
11
億
４
８
３
万
円
の
減
額
で

す
。
公
共
交
通
事
業
に
８
９
５
０
万
円
、

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
は
、
2
億
４
２
２

万
円
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
関
連
委
任
事

務
や
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
負
担

金
な
ど
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
費

に
1
億
１
８
３
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
5
億
３
４
７
２
万
円
の
増
額

で
す
。
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
2
億

６
７
１
１
万
円
、
児
童
手
当
児
童
扶
養
手

当
給
付
事
業
18
億
２
０
２
０
万
円
、
認
定

こ
ど
も
園
建
設
事
業
（
明
科
南
、
三
郷
北

部
、
た
つ
み
他
）
11
億
４
４
１
４
万
円
、

生
活
保
護
費
給
付
事
業
7
億
７
４
２
８
万

円
な
ど
で
す
。

前
年
比
３
１
９
４
万
円
の
増
額
で
す
。

予
防
接
種
事
業
２
億
６
２
７
６
万
円
、
妊

婦
・
乳
児
一
般
健
康
診
査
事
業
８
５
７
９

万
円
、合
葬
墓
造
成
事
業
３
０
４
８
万
円
、

穂
高
広
域
施
設
組
合
負
担
金
含
む
清
掃
費

９
億
４
４
０
０
万
円
、
雑
排
水
処
理
事
業

　

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の
賃

金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前
年
比

２
４
１
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
４
７
６
９
万
円
、

児
童
館
指
定
管
理
委
託
料
１
億
７
９
７
５

万
円
、
予
防
接
種
医
務
委
託
料
２
億
５
９

９
８
万
円
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
等
運
搬

事
業
委
託
３
億
２
１
６
８
万
円
、
松
く
い

虫
対
策
事
業
の
松
枯
損
木
伐
倒
処
理
外
委

託
１
億
６
５
２
４
万
円
な
ど
で
す
。

　

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で
あ

る
扶
助
費
は
、
前
年
比
１
０
３
５
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉
医
療
費
給
付

事
業
の
医
療
費
扶
助
５
億
３
２
８
３
万

円
、
自
立
支
援
給
付
事
業
の
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
費
等
13
億
２
１
２
３
万
円
、
入
浴

割
引
券
交
付
事
業
３
８
０
５
万
円
、
子
育

て
応
援
手
当
給
付
事
業
３
９
６
０
万
円
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業
７

７
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等
の

経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
、
前
年
比
１
０

３
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
寄
附
お
礼
品
２
億
円
、
区
等
地
域
力

７
６
３
８
万
円
、
ま
た
水
道
事
業
で
は
、

水
道
事
業
統
合
の
た
め
の
整
備
事
業
に
対

す
る
出
資
金
１
億
１
６
０
０
万
円
な
ど
で

す
。前

年
比
４
億
65
万
円
の
減
額
で
す
。
農

業
振
興
作
物
等
推
進
事
業
５
７
１
０
万

円
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
５
１
５
０
万

円
な
ど
の
ほ
か
、
安
曇
野
の
里
・
フ
ァ
イ

ン
ビ
ュ
ー
室
山
・
ほ
り
で
ー
ゆ
～
・
三
郷

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修
工
事
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
林
業
費
は
、
松
く
い
虫
防

除
対
策
事
業
２
億
４
４
７
４
万
円
、
林
道

危
険
個
所
重
点
整
備
事
業　

７
１
１
４
万

円
な
ど
で
す
。
ま
た
、
耕
地
費
は
、
国
営

広
域
排
水
事
業
負
担
金
９
４
８
９
万
円
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
２
億
１
８
１
４

万
円
な
ど
で
す
。

向
上
事
業
８
９
９
９
万
円
、
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金
２
億
６

８
１
７
万
円
、
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助

成
事
業
１
８
８
５
万
円
、
農
地
保
全
活
動

交
付
金
（
多
面
的
機
能
活
動
支
援
補
助
）

２
億
１
７
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

道
路
や
学
校
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
比
14
億
７
３
０
７
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備

事
業
３
億
３
９
９
４
万
円
、
小
中
学
校
施

設
改
修
事
業
（
大
規
模
改
造
、
長
寿
命
化

改
良
、
耐
震
化
工
事
）
４
億
１
８
２
１
万

円
、
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

６
億
５
３
３
９
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
４
億
９
６
４
５
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
償
還
元
金
51
億
２
９
４
万

円
、
償
還
利
子
2
億
６
０
０
５
万
円
な
ど

で
す
。（
う
ち
、
借
換
債
9
億
７
５
６
０

万
円
）

前
年
比
９
５
０
２
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
12

億
４
５
２
９
万
円
、
下
水
道
事
業
繰
出
金

22
億
２
２
９
０
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
11
億
６
３
１
３
万
円
の
減
額

で
す
。
住
ま
居
る
応
援
制
度
６
６
７
１
万

円
、
し
ご
と
創
出
事
業
１
７
５
６
万
円
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
（
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
、
安
曇
野
花
火
外
）
３
６
７
２
万

円
な
ど
で
す
。

前
年
比
３
億
７
４
４
７
万
円
の
増
額

で
す
。
道
路
橋
梁
維
持
事
業
3
億
２
６
５

３
万
円
、
除
雪
融
雪
事
業
１
億
１
５
８
２

万
円
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

４
億
６
７
０
０
万
円
、
市
道
新
設
改
良
事

業
４
億
２
８
５
６
万
円
な
ど
で
す
。ま
た
、

都
市
計
画
費
の
街
路
整
備
事
業
４
億
３
５

２
万
円
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
大
規
模

改
修
２
億
２
９
４
１
万
円
、
下
水
道
事
業

へ
の
繰
出
22
億
２
２
９
０
万
円
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
市
営
住
宅
改
修
３
８
９

６
万
円
な
ど
で
す
。

前
年
比
２
３
１
万
円
の
減
額
で
す
。
高

校
・
大
学
等
入
学
準
備
金
貸
付
金
６
１
０

０
万
円
、
学
校
支
援
員
配
置
事
業
１
億
４

６
２
７
万
円
、
電
子
黒
板
の
整
備
な
ど
中

学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
５
５
５
２
万
円

の
ほ
か
、
小
中
学
校
施
設
改
修
事
業
な
ど

で
す
。
社
会
教
育
費
は
、
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
・
各
地
域
の
公
民
館
管
理
費
を
計
上

し
て
お
り
、
文
書
館
等
改
修
事
業
３
億
７

７
６
万
円
は
、
旧
堀
金
公
民
館
の
文
書
館

へ
の
改
修
工
事
、
ま
た
、
保
健
体
育
費
は
、

南
部
総
合
公
園
体
育
館
施
設
建
設
事
業
６

６
７
８
万
円
な
ど
で
す
。

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。

性質別に見る歳出の増減 目的別に見る歳出

特集◎平成 29 年度予算

物
件
費
（
71
億
６
３
２
２
万
円
）

扶
助
費　
（
53
億
６
３
１
万
円
）

普
通
建
設
事
業
費　
（
61
億
９
２
１
２
万
円
）

公
債
費 

（
53
億
６
４
４
９
万
円
）

繰
出
金　
（
44
億
３
７
７
１
万
円
）

補
助
費
等　
（
55
億
３
８
８
７
万
円
）

総
務
費
（
43
億
２
７
３
３
万
円
）

民
生
費
（
１
３
５
億
７
５
３
１
万
円
）

農
林
水
産
業
費
（
20
億
５
３
４
７
万
円
）

商
工
費
（
20
億
３
４
０
５
万
円
）

土
木
費
（
52
億
３
５
５
万
円
）

教
育
費
（
45
億
１
３
１
７
万
円
）

衛
生
費
（
24
億
９
３
１
２
万
円
）

本 年度の予算は、第１次総

合計画の最終年度を迎え、

将来都市像の実現に向けた事業

や、市まち・ひと・しごと創生

総合戦略事業の数値目標達成を

目指した予算編成となりました。

重点項目の中でも、29 年度は健

康長寿のまちづくりにより力を

入れ、子育て支援や健康づくり

施策など、従来からの事業の継

続と新規施策の充実を図りなが

ら、「健康寿命日本一の安曇野」

を目指し、市民の皆さまがいき

いきと心豊かに暮らすことがで

きる地域社会の実現を目指しま

す。最少の費用で最大の効果を

挙げられるよう、可能な限りの

手段を駆使し、組織と運営の合

理化に努めてまいります。

安曇野市長　宮澤 宗弘

健康寿命日本一の
安曇野を目指して

56億2,234万円（13.6%）

71億6,322万円（17.3%）

1億1,214万円（0.3%）

53億631万円（12.8%）

55億3,887万円（13.4%）

61億9,212万円（15.0%）

53億6,449万円（13.0%）

10億1,893万円（2.5%）

44億3,771万円（10.7%）

4億8,687万円（1.1%）

1,100万円（0.0%）

1億1,600万円（0.3%）

57億1,002万円（13.4%）

71億8,733万円（16.8%）

1億3,128万円（0.3%）

52億9,596万円（12.4%）

55億2,849万円（12.9%）

76億6,519万円（18.0%）

2,800万円（0.1%）

9億6,669万円（2.3%）

45億3,273万円（10.6%）

7億8,627万円（1.8%）

48億6,804万円（11.4%）
0円（0.0%）

57億1,002万円（13.4%）

71億8,733万円（16.8%）

1億3,128万円（0.3%）

52億9,596万円（12.4%）

55億2,849万円（12.9%）

76億6,519万円（18.0%）

2,800万円（0.1%）

9億6,669万円（2.3%）

45億3,273万円（10.6%）

7億8,627万円（1.8%）

48億6,804万円（11.4%）
0円（0.0%）

総務費 43億2,733万円（10.5%）

農林水産業費 20億5,347万円（5.0%）

民生費 135億7,531万円（32.8%）

衛生費 24億9,312万円（6.0%）

商工費 20億3,405万円（4.9%）

土木費 52億355万円（12.6%）

消防費 14億1,731万円（3.4%）

教育費 45億1,317万円（10.9%）

公債費 53億6,449万円（13.0%）

その他
議会費　2億6,638万円（0.6%）
労働費　6,082万円（0.1%）
災害復旧費　1,100万円（0.1%）
予備費　5,000万円（0.1%）


